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モリンガを活用した
栄養改善事業の特徴
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葉に含まれる多くの栄養素

引用：Japan’s  Food Composition Table,  2020. 

FAO/INFOODS Food Comparison Table for Western Africa, 2019

名前
（100g当た

り）

タンパク
質(g)

カルシウム
(mg)

鉄
(mg)

ビタミンA

（レチノー
ル）(μg)

ビタミンA

（ベータカ
ロテン）

(μg)

ビタミンC 

(mg)

モリンガ
（生葉）

8.4 595 10.3 1,640 19,700 221

ほうれん草
（生葉）

2.9 99 2.7 159 1,910 28

小松菜
（生葉）

1.3 170 2.8 260 3,100 39

モロヘイヤ
（生葉）

3.6 260 1.0 840 10,000 65

地域に自生する栄養価の高いモリンガの活用



モリンガ生息地域と、低栄養・安全な水への
アクセス困難な地域との関係性



➢ 2018年から国連世界食糧計画（WFP)が、栄養改善と就学率向
上を目的に、学校給食制度を導入。

＜内容＞＊米、豆類、ベジタブル油、塩を配給。

＊上記以外の食材と調理者は、地域住民が提供。

地域住民も、野菜など販売目的で栽培しているため

提供が難しい現状。
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WFPから支給されたクスクスを児童の容器に分配、

野菜など入っていない状況＠ブルキナファソの村の小学校

本プロジェクトが立ち上がった背景



1）対象者

＊小学校の教員、児童

＊各学校エリアに存在する母親支援グループや保護者

2）活動内容

＊モリンガ・スクールガーデンの設立と運営。

＊収穫したモリンガ葉を給食に週2回提供。

＊母親支援グループや保護者対象に、各種トレーニング実施。

地域女性たちに普及

・モリンガ葉粉末の製造・貯蔵

・モリンガ料理講習会

＊児童宅に1本の「マイ・モリンガ」。

乾季の給食への提供と、自宅でのモリンガ摂取向上
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プロジェクトの概要



モリンガ葉の1年間の提供のしくみ

雨季（4月～10月） 乾季（10月～4月）

＊少なくとも週2回、年中を通してモリンガ給食の提供。
＊マイ・モリンガを使った自宅でのモリンガ料理の摂取。

モリンガ生葉
（モリンガ・スクールガーデン

＆マイ・モリンガ）

モリンガ粉末
モリンガ生葉
（マイ・モリンガ）



1．現地NGOや関係者が主役となり実施。

2．ブルキナファソからのモリンガ専門家に、外部講師として委託。

類似な環境にある他国との連携と協力。

3. 外部講師から、全て段階（カスケード）式にトレーニングを実施。

学んだことを教えることで、知識の定着と、モチベーション

の向上へ。
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活動の最終目的と特徴
地元の人々だけで持続可能になっていくこと！



シエラレオネ国農村部において、
小学校から地域へと育む

モリンガを活用した
持続可能な栄養改善のしくみ作り



シエラレオネ国

カンビア県

・人口、面積ともに、北海道の約0.8倍

・平均寿命：62歳  (ユニセフ, 2025）
5歳未満児死亡率：94 (対出生1,000)

・1991年～2002年まで10年間、ダイヤ
モンド利権による紛争

・2014年～2015年
エボラウイルス病の感染拡大し、約
14,000人が感染し、約4,000人が死亡

・人口約34万人
・首都から約200Km
・県庁所在地の一部地域以外は、電
  気・水道の設備はなし。

シエラレオネ国の概要

10

カンビア県



1）対象小学校

 カンビア県のマグベマ郡の3か所の小学校

2）対象者

＊小学校の教員、児童

＊各学校エリアに存在する母親支援グループ（Mother Support 

Group、以下MSGs）

3）活動資金

 ＊テルモ生命科学振興財団「医療貢献活動助成」

  2026年4月～2027年3月（1年間） 予算：1,000,000円

＊公益信託アフリカ支援基金

   2026年4月～2027年3月（1年間） 予算：900,000円
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2026年度 プロジェクトの概要



1．2026年5月29日～6月8日：藤井とブルキナファソ外部講師が、

 シエラレオネに渡航し活動実施。

1）3か所の小学校を選択。

＜選考基準＞

①年中枯れない井戸がある＠学校敷地内または周辺。

②10mx10mの土地がある＠学校敷地内。

③教員間の良いマネジメント体制とコミュニケーション。

④地元酋長や関係者からサポートが得られる。

⑤全児童数が300名以下。

⑥母親支援グループの活動が活発である。
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2026年度4月～7月の活動報告



2）3か所の小学校でモリンガ・スクールガーデンの設立に向けた

 研修実施。
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3）前回の最優秀校にスタディツアーの実施。
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1．6月11日（木）より、毎月第2・4木曜日の2回、オンライン・

ミーティングを実施。

 

2．地元NGOによる活動実施。

＊食と栄養の研修＠7月。

＊モリンガ粉末製造・貯蔵研修

 ＠10月。

3．2027年2月～3月、最終評価で

  藤井が渡航。

4．2027年4月からの活動のため、

助成金申請。 16

2026年度の今後の活動予定
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ネパール農村部において、

小学校から地域へと育む

モリンガを活用した食育と栄養改善



➢ アドンタール村は、人口約1,000人

➢ 首都カトマンズから西に

 約70Km。

 乗り合いタクシーやバスが

頻回に出ており、約2時間

30分。
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活動の村の紹介

アドンタール村



➢ 2年間村の小学校で教員後、1995年から1年間、日本に留学。

帰国後はNGOを立ち上げ、村や近隣に学校建設、絵本の翻 

訳など、教育関連の活動に従事。

➢ 3年前から、村に自生するモリンガに関心。

モリンガを中心に

＊地元の食材を活用した健康教育の普及

＊特に村を出ていく若者に、働く場所つくり

    小学生から食育というかたちで、取り組み

たい。

➢ 現在、村の小学校、中・高等学校の学校

運営委員会の代表理事。
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カウンターパート（クリシュナさん）の紹介



➢ 約5年前から、政府が小学生のみ児童一人1日当たり

    20ルピー（約22円、卵1個の値段に相当）の

給食補助を提供。

＜メニュー＞

日曜日：豆と米の混ざったお粥

月曜日：チュラとヨーグルトを混ぜたもの。

火曜日：チュラと野菜カレー

水曜日：豆と米の混ざったお粥

木曜日：豆とゆで卵

金曜日：チュラと野菜カレー

土曜日：休み
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小学校の給食制度

チュラ
お米を乾燥さ

せて作ったも

ので、固焼き

薄せんべいと

いう食感。



1．2026年4月19日～4月28日：藤井とブルキナファソ外部講師が、

 ネパールに渡航し活動実施。（寄付金を活用）

1）村の小学校校長、教員、そして保護者に活動の説明を行う。
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2026年度4月～7月の活動報告



2) 小学校でモリンガ・スクールガーデンの設立に向けた研修実施
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3）モリンガ粉末製造研修とモリンガ料理講習会の実施。
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1．グループオンラインで進捗状況を共有。

2．2027年4月からの活動の助成金申請。（新たに5か所予定）
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今後の活動予定

6月24日

7月10日より、週2回モリンガ給食の提供

6月6日



ご清聴、ありがとうございました。

旅人、旅行会社勤務、看護師、そして

現在のモリンガの活動までの「35年間

のアフリカとわたし」を綴っています。

購入先：（株）南の風社

https://www.minaminokaze.co.jp/

のbooksshopから、1冊からでも送料無料

https://www.minaminokaze.co.jp/
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